
撃
を
か
け
、
衡
陽
を
陥
落
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
第
十
一
軍
（
湘
桂
作
戦
の
主
力
）
の
、
昭
和
十

九
年
九
月
十
日
（
衡
陽
陥
落
後
、
第
二
期
作
戦
発
起
時
）
の
軍

直
轄
部
隊
中
の
野
戦
重
砲
兵
隊
は
、
軍
編
成
表
に
よ
れ
ば
、

野
戦
重
砲
兵
第
十
七
連
隊
長
（
佐
藤
平
秋
中
佐
）

、

独
立
野
戦
重
砲
兵
第
十
五
連
隊
長
（
佐
々
木
孟
久
中
佐
）

、

独
立
重
砲
兵
第
六
大
隊
長
（
内
野
貞
利
少
佐
）

。

他
に
独
立
野
砲
兵
一
個
連
隊
、
独
立
野
砲
兵
三
個
大
隊
、

独
立
山
砲
兵
二
個
連
隊
、
独
立
山
砲
兵
二
個
大
隊

で
あ
る
。

湘
桂
作
戦
　
第
二
期
　 新

潟
県
　
長
田
栄
太
郎
　 

元
第
十
三
師
団
（
鏡
）
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
本
部

昭
和
十
九
年
八
月
三
十
日
、
湘
桂
第
二
期
作
戦
が
再
開
さ
れ

た
。
日
本
軍
は
い
つ
ま
で
も
衡
陽
周
辺
に
駐
留
し
て
い
る
わ
け

に
も
い
か
な
い
。
長
く
駐
留
す
る
と
衡
陽
の
人
口
七
万
、
周
辺

に
日
本
軍
十
万
、
食
糧
は
後
方
よ
り
補
給
が
な
い
、
す
べ
て
現

地
徴
発
で
あ
る
。
一
刻
も
早
く
前
進
を
開
始
し
、
敵
の
迎
撃
態

勢
が
と
と
の
わ
な
い
う
ち
に
桂
林
へ
一
歩
で
も
近
付
く
こ
と
が

得
策
で
あ
る
。
こ
れ
が
作
戦
再
開
の
理
由
で
あ
る
。

衡
陽
攻
略
後
、
我
が
第
十
一
軍
は
祁
陽
―
零
陵
―
全
県
へ
と

進
撃
、
こ
れ
は
作
戦
の
前
哨
戦
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

我
が
軍
は
洪
橋
付
近
に
お
い
て
中
国
軍
を
包
囲
殲
滅
す
る
計

画
で
あ
っ
た
。
軍
は
秋
の
日
差
し
の
な
か
隊
列
は
西
に
向
か
っ

て
追
撃
戦
を
行
っ
た
。
ど
こ
ま
で
続
く
果
て
る
こ
と
な
き
大
地

に
、
重
い
軍
装
を
背
負
っ
て
の
夜
行
軍
が
、
毎
日
黙
々
と
し
て

五
〇
キ
ロ
～
六
〇
キ
ロ
と
歩
き
続
き
、
所
在
の
敵
を
撃
破
し
て

前
進
す
る
。
夜
行
軍
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
、
状
況
に
よ
っ
て

は
日
中
行
軍
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
時
は
米
機
に
狙

わ
れ
る
最
も
危
険
な
と
き
で
あ
る
。
制
空
権
は
完
全
に
敵
が
把

握
し
て
い
て
、
友
軍
機
は
一
機
も
来
た
こ
と
が
な
い
。
空
爆
下

の
前
進
で
桂
林
を
目
指
し
た
。
突
如
と
し
て
上
空
に
爆
音
が
す

る
。
兵
隊
は
「
飛
行
機
、
飛
行
機
」
と
大
き
な
声
で
連
呼
す
る
。

中
国
の
苦
力
は
「
飛
機
来
、
飛
機
来
」
と
天
秤
棒
の
荷
物
を
捨

て
て
身
を
隠
す
。
隊
列
は
散
る
。



昭
和
十
九
年
十
月
中
旬
だ
と
思
う
。
新
発
田
（
新
潟
）
歩
兵

第
百
十
六
連
隊
の
小
行
李
と
大
営
市
付
近
の
軍
公
路
で
出
会
っ

た
。
Ｐ51
七
機
の
空
襲
で
新
発
田
連
隊
の
馬
が
目
標
と
な
っ
た
。

会
津
若
松
の
歩
兵
六
十
五
連
隊
の
通
信
中
隊
が
連
隊
本
部
直
轄

部
隊
と
し
て
前
を
行
進
し
て
、
こ
の
後
に
我
が
連
隊
本
部
が
続

い
た
。
Ｐ51

七
機
は
青
天
白
日
の
中
国
の
マ
ー
ク
を
つ
け
た
中

国
機
で
あ
っ
た
。
我
が
隊
列
に
地
獄
の
音
を
た
て
て
二
十
ミ
リ

機
関
砲
よ
り
曳
光
弾
を
打
ち
込
ん
で
連
隊
本
部
に
も
襲
い
か
か

っ
て
き
た
。
路
上
に
伏
せ
を
し
て
い
た
と
き
、
前
方
二
〇
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
着
弾
す
る
危
険
を
感
じ
て
す
ぐ
左
の
南
蛮
畑

に
一
人
で
隊
よ
り
離
れ
て
飛
び
込
ん
だ
。
敵
機
が
撃
ち
出
す
機

関
砲
の
空
気
圧
が
戦
闘
帽
の
下
の
額
を
強
く
平
手
で
打
た
れ
る

よ
う
な
感
じ
で
痛
か
っ
た
。
こ
ん
な
経
験
は
生
ま
れ
て
始
め
て

で
あ
る
。
集
団
に
い
る
と
狙
わ
れ
る
。
咄
嵯
に
南
蛮
畑
に
飛
び

込
む
。
考
え
た
わ
け
で
は
な
く
一
人
で
体
が
動
い
た
の
だ
。
前

の
縦
隊
は
相
当
や
ら
れ
た
よ
う
だ
。
今
で
も
南
蛮
畑
に
飛
び
込

ん
で
生
命
が
助
か
っ
た
の
が
不
思
議
だ
。

昭
和
十
九
年
秋
に
は
、
会
津
若
松
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
の
全

戦
没
者
の
中
に
病
死
が
極
め
て
多
い
。
毎
日
三
人
か
四
人
、
異

郷
の
地
で
病
魔
に
侵
さ
れ
て
遠
く
故
郷
を
思
い
な
が
ら
も
、
は

か
な
く
二
十
代
の
若
い
生
命
の
灯
が
消
え
て
い
っ
た
。
露
営
地

近
く
に
戦
友
た
ち
が
墓
穴
を
掘
っ
て
埋
葬
す
る
。
コ
レ
ラ
、
栄

養
失
調
、
マ
ラ
リ
ヤ
、
疲
労
で
あ
る
。
休
養
期
間
少
な
く
無
理

か
ら
く
る
病
魔
で
生
命
を
失
っ
て
い
っ
た
兵
隊
た
ち
の
胸
中
は

い
か
ば
か
り
か
。

第
十
三
師
団
の
先
進
隊
で
あ
る
会
津
歩
兵
六
十
五
連
隊
は
島

坪
峠
を
越
え
、
十
月
末
に
は
標
高
二
千
メ
ー
ト
ル
の
寺
背
嶺
の

山
腹
を
通
る
と
眼
下
に
湘
江
の
流
れ
が
見
え
て
く
る
。
連
隊
の

任
務
は
桂
林
と
柳
州
の
連
絡
公
路
を
遮
断
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

十
月
末
豪
雨
の
中
を
島
坪
峠
―
寺
背
嶺
を
踏
破
。
深
山
に
野
宿

し
、
食
糧
の
補
給
も
な
く
、
大
自
然
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。

歩
兵
第
六
十
五
連
隊
は
ひ
た
す
ら
カ
ル
ス
ト
地
帯
（
石
灰
岩

の
多
い
と
こ
ろ
）

の
岩
山
道
を
歩
き
、
馬
の
多
い
山
砲
隊
は
次
々

に
馬
が
脚
を
痛
め
て
脱
落
し
た
。
こ
ん
な
情
景
の
な
か
で
米
空

軍
の
空
襲
は
い
よ
い
よ
激
し
く
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
追
撃

戦
は
か
な
り
速
く
、
桂
林
・
柳
州
の
守
備
司
令
官
だ
っ
た
敵
の

第
二
十
七
集
団
軍
司
令
官
・
張
発
圭
大
将
は
な
ん
と
連
隊
に
追

い
付
か
れ
、
仮
寝
の
宿
舎
を
奇
襲
さ
れ
、
彼
の
大
事
な
実
印
を



置
き
忘
れ
、
外
被
も
か
な
ぐ
り
捨
て
身
一
つ
で
逃
げ
た
。
中
国

軍
は
、
な
す
す
べ
も
な
く
敗
走
し
た
。

こ
う
し
た
戦
い
の
中
で
、
三
合
の
戦
い
、
滝
頭
の
戦
い
、
冬

田
村
の
戦
い
、
安
馬
■
の
戦
い
で
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
て

広
西
省
の
西
部
山
間
地
帯
を
進
ん
だ
。
す
で
に
秋
冷
ひ
ど
く
、

ボ
ロ
ボ
ロ
の
夏
衣
に
寒
さ
が
し
み
こ
ん
だ
。
第
十
三
師
団
の
突

進
隊
の
仙
台
歩
兵
第
一
〇
四
連
隊
、
続
い
て
新
発
田
歩
兵
第
一

一
六
連
隊
は
金
城
江
、
南
丹
を
攻
略
し
た
。
我
が
六
十
五
連
隊

は
山
間
地
帯
を
前
進
し
、
遅
れ
て
思
恩
に
突
入
し
た
あ
と
河
内

に
出
た
の
が
十
一
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
。
破
壊
さ
れ
た
町
、

ど
こ
ま
で
も
続
く
避
難
民
の
列
、
そ
し
て
各
所
に
炎
上
し
て
い

る
置
き
去
ら
れ
た
中
国
軍
の
車
、
山
間
の
町
に
戦
争
の
悲
惨
な

姿
が
あ
る
の
み
だ
。

十
二
月
二
日
、
仙
台
歩
兵
第
一
〇
四
隊
新
発
田
歩
兵
第
一
一

六
連
隊
は
、
西
果
て
の
地
省
境
を
越
え
て
貴
州
省
獨
山
に
突
入

し
、
後
反
転
し
て
河
池
付
近
が
第
一
線
と
な
っ
た
。
私
に
は
こ

こ
で
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
奇
跡
が
生
じ
た
。
昭
和
十
九
年
十

二
月
五
日
夕
暮
れ
、
連
隊
本
部
は
河
池
の
付
近
で
宿
営
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
宿
舎
の
設
営
の
た
め
の
そ
の
資
材
を
取
り
に
町

外
れ
ま
で
行
っ
た
と
き
、
遠
く
Ｐ51

の
爆
音
が
聞
こ
え
た
の
で

直
ぐ
空
家
の
民
家
に
姿
を
隠
し
た
。
Ｐ5

1

は
後
方
の
日
本
軍
を

攻
撃
し
た
帰
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
見
付
か
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
友
に
山
口
上
等
兵
が
い
た
。
彼
は
常
磐
炭
鉱
に
勤
め
て
い

た
と
い
う
。
Ｐ51

が
近
づ
い
て
来
た
。
爆
音
が
す
ご
く
な
っ
た

き
た
。
猫
が
一
匹
悲
し
そ
う
に
鳴
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。
ズ
シ
ー
ン
と
鈍
い
音
が
し
て
伏
せ
て
い
た
所
の
中
国
の

民
家
の
薄
い
屋
根
瓦
が
バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
て
き
た
。
爆
弾
が
落

ち
て
く
る
音
は
羽
根
車
が
回
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
ン
と
音
が
す
る
。

最
早
こ
れ
ま
で
と
思
っ
た
瞬
間
妻
子
の
顔
が
出
た
。

Ｐ51

は
去
っ
た
の
で
、
外
に
出
て
見
た
。
な
ん
と
驚
い
た
こ

と
に
二
発
の
投
下
爆
弾
が
道
路
の
脇
の
土
の
や
わ
ら
か
い
部
分

に
羽
根
車
を
上
に
し
て
土
の
中
に
埋
ま
り
込
ん
で
い
た
。
私
と

山
口
上
等
兵
が
伏
せ
を
し
て
い
た
所
よ
り
約
八
メ
ー
ト
ル
、
二

発
と
も
不
発
弾
、
ま
さ
に
神
の
守
護
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
命

が
救
わ
れ
た
こ
と
全
く
不
思
議
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

撤
退
作
戦
後
は
師
団
司
令
部
は
宜
山
へ
移
り
、
歩
兵
第
六
十

五
連
隊
は
師
団
の
警
備
地
区
で
最
も
西
側
の
第
一
線
を
担
当
、

板
林
村
に
連
隊
本
部
を
置
き
、
第
一
大
隊
は
河
内
第
二
大
隊
を



金
城
江
、
第
三
大
隊
を
五
■
、
ま
た
六
■
に
配
属
の
山
砲
兵
第

十
九
連
隊
第
三
大
隊
を
置
き
、
警
備
生
活
に
入
っ
た
。

第
十
三
師
団
の
死
者
は
約
四
千
人
に
も
達
し
た
。
こ
の
ほ
か

六
千
人
に
上
る
負
傷
者
を
出
し
、

師
団
の
戦
力
を
半
分
失
っ
た
。

会
津
若
松
歩
兵
六
十
五
連
隊
の
死
者
、
九
百
人
に
上
っ
た
。
こ

の
中
に
は
永
井
博
少
佐
、
日
置
長
一
少
佐
な
ど
大
隊
長
の
戦
死

も
含
ま
れ
て
お
り
、
長
途
の
遠
征
戦
が
ど
ん
な
に
苦
し
い
も
の

で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

第
一
線
警
備
の
任
に
あ
た
る
若
松
歩
兵
六
十
五
連
隊
で
は
、

警
備
生
活
だ
か
ら
と
い
っ
て
の
ん
び
り
し
て
い
る
わ
け
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
反
撃
に
転
じ
た
中
国
軍
は
河
池
、
五
■
な
ど
連

日
の
よ
う
に
繰
り
返
し
攻
撃
し
て
き
た
。
特
に
第
一
大
隊
の
損

害
が
増
え
、
死
傷
者
の
数
が
増
え
た
。
ま
た
苗
族
の
ゲ
リ
ラ
が

忍
ん
で
来
る
。
百
姓
の
姿
で
日
本
軍
の
宿
舎
付
近
ま
で
来
て
様

子
を
調
べ
る
。
夜
間
ゲ
リ
ラ
は
道
路
分
哨
に
避
難
民
に
混
じ
っ

て
手
榴
弾
を
投
げ
込
む
。
連
隊
本
部
近
く
に
お
い
た
連
隊
長
の

乗
馬
が
盗
ま
れ
た
。
乗
馬
小
隊
が
探
し
に
行
っ
た
が
見
付
か
ら

な
か
っ
た
。

二
月
ご
ろ
に
な
っ
て
後
方
の
全
県
付
近
の
状
況
が
悪
化
し
た

た
め
、
第
十
三
師
団
よ
り
一
部
兵
力
を
抽
出
し
沖
天
部
隊
を
新

編
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
我
が
歩
兵
六
十
五
連
隊
よ
り
も
転

属
し
て
い
っ
た
。
冬
に
な
っ
て
も
ボ
ロ
ボ
ロ
の
夏
衣
の
ま
ま
で

寒
い
の
で
、
兵
隊
は
中
国
の
布
団
を
着
て
防
寒
服
と
し
、
夜
行

軍
を
し
て
行
っ
た
。
見
送
っ
た
兵
隊
、
見
送
ら
れ
て
転
属
す
る

兵
隊
の
心
の
中
に
寂
し
さ
を
感
じ
た
。

こ
の
こ
ろ
既
に
沖
縄
戦
が
始
ま
っ
て
米
機
は
我
が
陣
地
に
ビ

ラ
を
散
布
、
米
艦
隊
が
沖
縄
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
写
真
を

入
れ
て
知
ら
せ
た
。

印
度
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
よ
り
の
放
送
で「
日

本
の
皆
さ
ん
」
と
呼
び
掛
け
が
あ
り
、
河
池
で
徴
発
し
た
古
い

ラ
ジ
オ
か
ら
日
本
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
「
サ
ク
ラ
サ
ク
ラ
」「
新

内
流
し
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
て
き
た
。
兵
隊
に
望
郷
の
念

を
か
り
た
て
る
。
私
一
人
通
信
中
隊
に
行
き
、
日
本
の
様
子
を

知
っ
た
。
東
京
空
襲
、
大
阪
空
襲
も
こ
の
こ
ろ
知
っ
た
。
前
面

に
米
軍
戦
車
二
百
台
集
結
、
我
が
第
十
三
師
団
の
陣
地
を
攻
撃

す
る
と
い
う
情
報
も
入
っ
て
き
た
。
携
帯
地
雷
で
戦
車
攻
撃
な

ど
ナ
ン
セ
ン
ス
、
い
ろ
い
ろ
乱
れ
た
情
報
が
入
っ
て
き
た
。

兵
隊
に
支
給
さ
れ
る
雀
の
涙
ほ
ど
の
俸
給
は
一
度
も
受
け
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。
内
地
よ
り
手
紙
も
こ
な
い
。
昭
和
二
十
年



四
月
十
九
日
、
都
安
作
戦
に
参
加
後
、
連
隊
は
警
備
地
を
撤
退

し
た
。
桃
の
花
が
咲
き
、
小
さ
な
実
が
つ
い
て
い
た
。
六
月
中

旬
連
隊
か
ら
砂
塘
村
付
近
で
食
糧
を
得
る
た
め
徴
発
命
令
が
出

た
。
連
隊
本
部
十
五
人
く
ら
い
で
途
中
行
軍
し
て
い
る
と
、
次

第
に
空
が
曇
っ
て
き
た
。
楊
と
い
う
苦
力
が
私
に
「
向
こ
う
の

山
に
中
国
兵
が
い
る
」
と
知
ら
せ
て
く
れ
た
が
私
に
は
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
。
苦
力
の
左
側
に
井
関
上
等
兵
、
右
側
に
は
私

が
歩
い
て
い
た
。
雨
が
降
っ
て
大
粒
の
雨
と
な
っ
て
激
し
く
降

っ
て
き
た
が
、
雨
宿
り
す
る
所
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
前
進
し
た
。

雨
が
止
む
と
、
左
前
方
よ
り
チ
ェ
ッ
コ
機
関
銃
が
一
斉
に

我
々
目
指
し
て
撃
ち
込
ん
で
き
た
。
井
関
上
等
兵
は
道
路
の
左

側
の
木
の
下
に
、
私
は
右
側
の
田
圃
の
中
に
飛
び
込
ん
だ
。
だ

れ
か
や
ら
れ
た
よ
う
だ
。
氏
名
の
確
認
を
し
た
が
井
関
の
声
が

な
い
。
み
ん
な
が
井
関
を
呼
ん
だ
が
返
事
が
な
い
。
敵
は
激
し

く
撃
ち
込
ん
で
き
た
。
我
々
も
小
銃
で
応
戦
し
た
が
敵
は
優
勢

で
あ
る
。
後
方
に
連
絡
を
出
し
た
軽
機
と
櫛
弾
筒
を
持
っ
て
き

て
応
戦
し
た
。

井
関
の
戦
死
体
に
ロ
ー
プ
を
つ
け
て
引
っ
張
る
と
ま
た
敵
が

撃
ち
込
ん
で
く
る
。
よ
う
や
く
敵
を
撃
退
し
た
。
も
し
こ
の
時
、

私
が
井
関
の
位
置
に
い
た
ら
私
が
戦
死
し
た
に
違
い
な
い
。
運

命
の
別
れ
道
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

宜
山
周
辺
の
情
況
が
悪
化
し
連
隊
の
一
部
が
出
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
私
は
残
留
し
た
班
長
の
山
家
健
太
郎
軍
曹
（
新
潟

県
魚
沼
郡
上
野
村
）
が
出
動
す
る
と
き
、
私
に
「
こ
こ
も
情
況

が
悪
い
か
ら
気
を
つ
け
ろ
」
と
注
意
し
て
出
動
し
た
。
三
～
四

日
し
て
部
隊
が
帰
っ
て
来
た
。
大
津
兵
長
の
首
に
白
い
包
が
ぶ

ら
下
が
っ
て
い
る
。
だ
れ
だ
と
聞
い
た
。「
山
家
班
長
！
」
と

み
ん
な
が
言
っ
た
。
私
に
気
を
つ
け
よ
と
注
意
し
た
人
が
こ
ん

な
姿
に
な
っ
た
。
運
命
の
い
た
ず
ら
か
。
敵
の
機
関
銃
に
や
ら

れ
た
と
い
う
。

私
は
終
戦
後
、
山
家
班
長
の
父
親
に
手
紙
で
戦
死
し
た
こ
と

を
知
ら
せ
た
。
長
岡
で
山
家
の
父
親
と
会
っ
て
そ
の
話
を
し
た
。

父
親
は
病
死
で
な
く
戦
死
だ
と
聞
い
て
心
が
休
ん
だ
よ
う
な
気

が
し
た
が
、
息
子
の
死
を
知
ら
さ
れ
た
親
の
気
持
ち
は
ど
ん
な

で
あ
っ
た
ろ
う
。

桂
林
作
戦
の
死
者
の
遺
骨
は
、
慰
霊
祭
の
あ
と
戦
友
の
胸
に

抱
か
れ
て
漢
口
の
軍
司
令
部
に
送
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
日

本
は
制
空
権
、
制
海
権
を
失
っ
て
孤
立
状
態
に
な
っ
て
内
地
に



遺
骨
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
、
終
戦
後
遺
骨
が
故
国
に

帰
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
五
十
年
前
の
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
こ
の
労
苦
調

査
を
書
い
て
い
る
が
泣
け
て
泣
け
て
涙
が
止
ま
ら
な
い
。
二
度

と
戦
争
は
や
っ
て
は
な
ら
な
い
。

【
解

説
】

―
湘
桂
作
戦
　
第
二
期
―

会
津
若
松
歩
兵
六
十
五
連
隊
の
、
昭
和
十
九
年
十
一
月
下
旬

（
歩
兵
第
百
四
連
隊
の
獨
山
突
入
）
以
降
、
第
十
三
師
団
等
の

独
山
突
入
、
湘
桂
作
戦
の
重
慶
等
に
与
え
た
影
響
な
ど
を
記
述

し
解
説
と
す
る
。

第
十
三
師
団
は
獨
山
攻
略
後
、
反
転
す
る
場
合
を
考
慮
し
て

先
に
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
に
、
長
坡
■
、
河
池
、
金
城
江
確
保

警
備
を
命
じ
た
が
、
偵
察
情
報
に
よ
り
、
河
池
西
北
西
二
三
キ

ロ
の
白
残
付
近
を
確
保
す
る
よ
う
命
じ
た
。
思
恩
を
占
領
し
て

い
た
連
隊
は
、
よ
う
や
く
師
団
と
連
絡
が
回
復
し
た
。
か
く
し

て
二
十
九
日
警
備
配
置
を
完
了
し
た
の
で
あ
り
、
河
池
、
南
丹

付
近
の
重
慶
軍
を
撃
破
し
て
師
団
は
い
よ
い
よ
広
西
、
貴
州
の

省
境
を
突
破
す
る
の
で
あ
る
が
、
河
池
付
近
か
ら
野
車
河
、
大

廠
付
近
で
は
強
い
抵
抗
に
遭
っ
て
、
そ
の
突
破
に
数
日
を
要
し

た
。こ

の
付
近
に
あ
っ
た
重
慶
軍
は
第
四
戦
区
の
敗
退
軍
で
な
く
、

新
し
く
貴
州
省
方
面
か
ら
来
援
南
下
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。

「
坑
戦
簡
史
」
に
よ
れ
ば
、

十
一
月
二
十
一
日
、
河
池
占
領
の
日
本
軍
は
黔
桂
鉄
道
に
沿

い
第
七
軍
の
警
戒
陣
地
を
攻
撃
し
、
激
戦
三
日
に
及
ん
だ
。
我

が
軍
の
戦
死
者
は
極
め
て
多
く
、
こ
の
た
め
二
十
四
日
夕
刻
、

野
車
河
陣
地
に
向
か
い
移
動
し
た
。
二
十
五
日
、
日
本
軍
は
再

び
大
挙
し
て
我
が
大
廠
東
西
の
線
に
進
攻
す
る
も
、
極
力
こ
れ

を
拒
止
し
た
。
二
十
七
日
改
め
て
一
部
で
我
が
正
面
守
備
軍
を

索
制
し
有
力
部
隊
で
野
車
河
、
大
廠
に
突
入
し
て
来
た
。
二
十

八
日
南
丹
は
陥
落
し
た
。
…
…

と
、
重
慶
軍
の
戦
史
に
南
丹
等
の
失
陥
が
記
さ
れ
て
い
る
。

十
一
月
二
十
八
日
午
前
十
一
時
三
十
分
、
南
丹
を
攻
略
し
た

歩
兵
第
百
四
連
隊
（
仙
台
）
は
、
引
き
続
き
日
没
か
ら
獨
山
に



向
け
追
撃
し
た
。
到
る
所
に
戦
車
壕
が
掘
ら
れ
行
進
は
遅
滞
し

た
が
、
重
慶
軍
の
退
却
も
相
当
混
乱
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
路

上
に
は
重
慶
軍
の
自
動
車
、
山
砲
な
ど
が
遺
棄
品
が
充
満
し
散

乱
し
て
い
た
。
鉄
道
は
し
ば
ら
く
公
路
に
沿
っ
て
い
た
が
軍
需

品
満
載
の
二
個
列
車
に
追
及
し
て
、
そ
の
う
ち
一
個
列
車
を
完

全
に
捕
獲
し
た
。

鉄
道
は
南
丹
か
ら
約
二
〇
キ
ロ
で
公
路
と
分
岐
し
て
い
る
が
、

連
隊
は
鉄
道
に
沿
っ
て
ま
ず
六
寨
■
（
南
丹
北
四
二
五
キ
ロ
）

に
向
か
っ
た
。
南
丹
―
六
寨
■
間
は
谷
地
に
な
っ
て
お
り
、
重

慶
軍
と
あ
る
時
は
一
団
と
な
り
、
ま
た
相
前
後
し
て
前
進
し
た

の
で
地
形
の
詳
細
ま
で
調
べ
る
暇
は
な
か
っ
た
。

六
寨
か
ら
は
岩
塊
が
屹
立
し
て
い
た
が
、
戦
闘
行
動
を
阻
害

す
る
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
。
南
丹
か
ら
は
重
慶
軍
と
混
交

し
て
一
物
も
得
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
に
粉
味
噌
、
粉
醤
油
を
飯
に

ふ
り
か
け
て
食
べ
た
こ
と
も
再
三
で
あ
っ
た
と
い
う
。
省
境
を

越
え
た
の
は
十
一
月
三
十
日
で
あ
っ
た
が
、
省
境
に
は
四
十
ミ

リ
口
径
自
走
の
野
戦
機
関
砲
二
門
が
放
置
さ
れ
て
い
た
。
六
寨

に
入
ろ
う
と
す
る
朝
、
米
軍
機
が
来
襲
し
て
銃
爆
撃
し
住
民
多

数
を
爆
死
さ
せ
た
の
を
皮
切
り
に
、
米
軍
機
は
執
拗
に
上
空
に

飛
来
し
た
。
第
五
航
空
軍
の
襲
撃
機
は
、
米
軍
機
の
間
隙
を
縫

っ
て
師
団
の
突
進
に
協
力
し
た
。

十
二
月
二
日
、
歩
兵
第
百
四
連
隊
が
重
慶
軍
陣
地
を
攻
撃
準

備
し
て
い
る
夜
半
、
山
砲
兵
第
十
九
連
隊
の
主
力
が
来
着
、
攻

撃
を
開
始
し
た
が
、
重
慶
軍
は
米
軍
機
の
協
力
を
得
て
き
わ
め

て
頑
強
に
抵
抗
、
こ
の
日
の
米
軍
機
の
地
上
戦
闘
協
同
は
、
本

作
戦
を
通
じ
て
、
そ
の
比
を
見
な
い
ほ
ど
見
事
に
行
わ
れ
、
我

が
軍
の
攻
撃
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

十
二
月
二
日
昼
過
ぎ
、
午
後
一
時
ご
ろ
第
一
大
隊
か
ら
「
一

一
三
〇
獨
山
突
入
」
と
の
電
報
が
入
っ
た
。
こ
の
予
想
を
し
な

い
迂
回
隊
た
る
第
一
大
隊
は
、「
獨
山
か
ら
平
舟
に
通
ず
る
道

路
に
出
た
所
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
獨
山
か
ら
西
進
中
の
重
慶

軍
が
沢
山
い
た
。
第
二
中
隊
長
宮
本
大
尉
は
先
頭
に
立
っ
て
、

前
方
か
ら
来
る
重
慶
軍
と
す
れ
違
い
な
が
ら
道
路
の
一
側
を
東

へ
向
か
っ
て
急
進
し
て
獨
山
に
入
り
占
領
し
た
」
と
い
う
。

連
隊
は
、
か
つ
て
押
収
し
た
被
服
で
全
員
が
綿
服
に
着
替
え

て
い
た
（
軍
の
補
給
な
く
寒
さ
の
た
め
柳
州
北
方
に
お
い
て
）

。

そ
の
た
め
重
慶
軍
兵
た
ち
は
我
が
軍
を
味
方
と
思
い
敵
対
行
為

を
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



第
一
大
隊
の
獨
山
占
領
で
重
慶
軍
は
俄
か
に
崩
れ
始
め
た
。

十
二
月
四
日
天
明
と
と
も
に
第
百
四
連
隊
は
第
二
大
隊
を
先
頭

に
続
々
獨
山
に
入
城
し
た
。
重
慶
軍
側
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

「
獨
山
陥
落
は
、
軍
方
面
の
無
能
を
表
し
、
守
備
軍
は
戦
わ

ず
し
て
退
却
し
、
巨
砲
、
輜
重
は
す
べ
て
放
棄
し
た
。
敵
は
な

お
数
十
支
里
外
な
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
我
が
軍
は
愴
惶
と
し
て

逃
亡
し
、
流
亡
者
に
対
し
て
は
完
全
に
注
意
を
払
わ
ず
…
…
」

。

自
分
の
手
で
破
壊
す
る
爆
発
音
は
、
公
路
上
の
難
民
に
敵
の
大

砲
の
砲
音
と
思
わ
せ
た
。
第
四
戦
区
総
司
令
部
は
米
軍
機
の
誤

爆
を
受
け
た
る
以
後
、
黔
桂
路
の
局
面
が
日
増
し
に
下
向
き
に

な
る
の
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
、
獨
山
ま
で
到
着
し
た
と
き
、

ま
さ
か
日
本
の
進
攻
を
こ
こ
ま
で
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
…

…
。十

二
月
四
日
、

①
日
没
こ
ろ
か
ら
反
転
準
備
を
完
了
し
、

②
獨
山
付
近
の
施
設
、
工
場
、
軍
需
品
は
工
兵
に
よ
っ
て
全

部
爆
破
焼
燼
、

③
途
中
の
洞
窟
等
の
爆
薬
庫
、
油
槽
庫
等
も
な
る
べ
く
焼
き

払
う
、

④
鉄
道
、
橋
梁
、
随
道
、
通
信
施
設
も
極
力
破
壊
し
な
が
ら

撤
退
す
る

等
と
し
、
反
転
は
実
施
さ
れ
た
。
師
団
主
力
の
獨
山
反
転
収
容

は
、
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
が
河
池
を
占
領
し
て
行
っ
た
。

し
か
し
、
同
連
隊
の
警
備
し
た
河
池
に
は
十
二
月
中
旬
早
く

も
追
尾
し
た
重
慶
軍
が
前
面
に
出
現
し
、
重
慶
軍
は
第
一
七
五

・
新
編
一
九
・
第
九
五
師
が
増
強
さ
れ
、
第
一
大
隊
長
、
第
四

中
隊
長
は
戦
死
し
た
。
第
二
大
隊
の
金
城
江
（
湘
桂
鉄
道
・
公

路
の
要
衝
）

。
第
三
大
隊
に
も
重
慶
軍
第
四
六
軍
が
進
出
し
第

十
中
隊
長
以
下
多
数
の
戦
死
傷
者
を
出
し
た
。
以
後
、
同
連
隊

は
湘
桂
撤
退
作
戦
の
殿
軍
と
な
り
、
八
月
よ
う
や
く
師
団
主
力

と
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。




